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★ ★ ★ ★ ★

・この記事で取り上げたソースコードおよび
サンプルプログラムは、付録CD-ROMの
¥DOTNET¥NOTEディレクトリに収録
しています。

¥UDAS
UDAsクラスのコード

¥WINDOWSAPPLICATION1
前号の利用例サンプル改訂版

¥WINDOWSAPPLICATION2
UDAsクラスのPageSizeプロパティを利
用して複数行をデータ連結するサンプル

★ ★ ★

✓

✓
前回はSQL Serverのサーバーカ

ーソルをADO.NETで簡単に利用す

る自作ラッパークラス「UDAsクラ

ス」を紹介した。ADO.NETではサ

ーバーカーソルがサポートされなく

なったが、このクラスを利用すれば

かなり簡単にサーバーカーソルを利

用することができる。

今回はUDAsクラスに変更を加

え、“PageSize”プロパティを新規

に追加した。このプロパティを“1”

以外の値に設定すると、DataGrid

コントロールに複数行を連結表示

することができる。ただし、この場

合、データの更新はできない。ま

た、前号のUDAsクラスはカレント

行を移動するたびに、連結してい

る表示コントロールに再連結する

必要があったが、コードを見直す

ことでこの問題を解決した。よっ

て、前号のサンプルアプリケーショ

ンの改訂版（図1）も付録CD-ROM

（¥WindowsApplication1フォルダ）

に収録している。クラスを利用す

るコードがずっと洗練されたので、

先月号を読んだ人はぜひ参考にし

てほしい。

前号で詳しく書いたが、サーバ

ーカーソルを使うメリットがあるの

は「クエリの実行結果が大きい場

合」である。その場合でも、Data

Readerクラスを使えば性能は確保

できるが、データ連結はできない。

つまり、PageSizeプロパティの追

加によって“大きい結果セットをデ

ータ連結したい場合”にも、UDAs

クラスを使用する理由ができた。

ちなみに先月号で強調したメリット

はDataReaderクラスと違い更新で

きることであった。繰り返すがデー

タの更新をする場合、PageSizeプ

ロパティは“1”以外には指定でき

ない。

さて、このUDAsクラスはData

Gridコントロールに表示した場合、
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14第 回

なにを使うか、どう使えるのか

複数行を連結表示する
プロパティ
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ページング処理を行なうたびにSQL Serverとのラウンド

トリップが発生する。最高の性能を実現するためには、

一度、クライアントにロードした結果行をキャッシュし

ておいて、同じページが2度目以降参照される場合には

再利用しラウンドトリップを防ぐことがのぞましい。

DataSetクラスの構造上、そのような実装も不可能では

ないのだが、次の問題をクリアするのは少々やっかいで

ある。

図2のサンプル（リスト1）の実行画面を見てもらうと

わかるが、通常、DataGridコントロールを使ったページ

ングはコントロールのスクロールバーを使うのに対して、

UDAsクラスを使う場合、この図のようにページングボ

タンを使用する。というのは前回も説明したように、ク

ライアントのDataTableオブジェクトに格納されている

結果セットは、カレントページのデータだけだからであ

る。クライアントにデータをキャッシュする仕様にした

場合、この切り替えをどうするかが問題になる。

今回は新たにPageSizeプロパティを利用したサンプル

を紹介する。図2は［接続］ボタンをクリックし、最初

のページを表示した状態である。この時点で、SQL Serv

erからクライアントアプリケーションが取得した結果は、

ここに表示されているデータだけである。つまり、結果

セットの行数が1万行あろうと、ここに表示されている4

行しかネットワークを通過していないし、また、SQL

Serverから読み出されていない。これがサーバーカーソ

ルを使用しているUDAsクラスの強みである。

UDAsクラスはTransact SQLのサーバーカーソルのキ

ーセットカーソルも動的カーソルも使用することができ

るが、スクロール可能なカーソルを使用する必要がある。

でないと、ページの後戻りができなくなってしまうから

である。先に説明した、クライアントに結果セットをキ

ャッシュする方法を採用すれば、順方向カーソルを使用

することもできるようになる。ただ、以前、ADOを使っ

て計測した結果としては、順方向カーソルだからといっ

てスクロール可能なカーソルより速いということはあま

りないようである。ただし確信はない。

いずれにしても、順方向カーソルでクライアントキャ

ッシュを実装するならば、私だったら、Transact SQLの

順方向のサーバーカーソルを使うよりもDataReaderオ

ブジェクトを利用するだろう。とはいえ、これはあくま

で好みの問題であって、DataReaderクラスのほうが.NET

Frameworkの処方に忠実だからというだけの理由であ

る。Transact SQLのサーバーカーソルを使えば、それは

SQL Serverに忠実だということであり、SQL Server

と.NET Frameworkのどちらに忠実であるべきかは、意

見の分かれるところだろう。

リスト1はこのサンプルプログラムの全コードである。

前回、紹介したのとは違いデータの更新機能はない。そ

れ以外はあまり変わらない。

✐PageSizeプロパティで1ページの行数を設定

このプログラムは、まず、フォームのLoadイベントプ

ロシージャ(Form1_Load)で、次のようにPageSizeプロ

パティを“4”に設定している。

SQL Serverのサーバーカーソルを使用する
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図1：1行のデー
タを表示するサン
プルアプリケーシ
ョン

図2：PageSizeプロパ
ティによる複数行のデ
ータ連結

複数行をデータ連結する
サンプルアプリケーション




